
明
治
維
新
成
立
と
と
も
に
、
明
治
政
府
は
日
本
の
近
代
化
、
開
明
化
の
促
進
の
一
手
段
と
し
て
、
欧
米
に
多
く
の
官
費
留
学
生
を
送
っ
た
。

本
論
文
で
は
、
総
説
的
に
明
治
前
半
期
の
欧
州
医
学
留
学
生
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
後
半
で
は
明
治
十
二
年
、
文
部
省
か
ら
推
挙
さ

れ
、
初
め
て
東
大
か
ら
の
医
学
留
学
生
と
な
っ
た
、
三
人
の
留
学
生
の
う
ち
、
今
日
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
新
藤
二
郎
に
つ
い
て
や
や
詳

明
治
初
年
頃
に
は
海
外
旅
行
を
願
い
出
る
者
に
対
し
て
全
国
統
一
の
規
約
が
な
く
、
明
治
政
府
と
全
国
に
あ
る
各
藩
と
が
各
々
の
機
関
を
通

じ
、
海
外
渡
航
の
免
許
状
を
与
え
て
、
海
外
旅
行
を
許
可
し
て
い
た
が
、
時
の
明
治
政
府
は
、
幕
末
に
旧
幕
府
の
権
限
で
留
学
し
た
幕
府
留
学

生
と
、
明
治
新
政
府
派
遣
の
留
学
生
と
に
一
線
を
画
す
る
た
め
に
も
、
旧
幕
府
留
学
生
の
総
引
き
上
げ
を
命
じ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
仏
全
権
公

じ
よ
う
ん

使
栗
本
安
芸
守
（
鋤
雲
）
（
一
八
二
二
’
一
八
九
七
）
に
命
じ
、
一
斉
帰
国
を
断
行
し
た
。
明
治
二
年
正
月
、
新
政
府
は
全
国
的
に
統
一
し
た

海
外
旅
行
許
可
証
を
交
付
す
る
よ
う
に
し
て
、
明
治
二
年
六
月
、
佐
倉
藩
か
ら
ド
イ
ツ
に
医
学
勉
学
の
た
め
留
学
を
出
願
し
た
佐
藤
進
に
そ
の

（
一
）
〔
注
一
〕

第
一
号
を
交
付
し
た
。
さ
ら
に
翌
三
年
正
月
に
政
府
は
「
外
国
渡
海
出
願
規
則
」
を
出
し
、
前
記
の
明
治
二
年
正
月
の
「
海
外
旅
行
規
則
」

れ
、
初
め
て
東
斗

細
に
報
告
す
る
。

一

明
治
前
半
期
欧
州
医
学
留
学
生
に
つ
い
て

ｉ
東
大
医
学
部
第
一
回
欧
州
留
学
生
・
新
藤
二
郎
の
場
合
Ｉ

繩
癖
罐
桂
琴
鐸
錘
爆
距
弄
罎
壷
諄
麺
梧
昭
和
六
十
二
年
六
月
十
八
日
受
付

新
実
藤
昭
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医
学
系
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
的
母
体
と
な
っ
た
大
学
東
校
が
、
当
時
の
大
学
権
大
丞
で
あ
っ
た
岩
佐
純
（
福
井
藩
出
身
一
八
三

六
’
一
九
一
二
）
、
相
良
知
安
（
佐
賀
藩
出
身
一
八
三
六
’
一
九
○
六
）
両
名
の
建
白
に
従
っ
て
、
明
治
三
年
二
月
、
ド
イ
ツ
医
学
採
用
を
決

定
し
、
同
年
十
月
に
池
田
謙
斎
、
大
沢
謙
二
、
長
井
直
安
ら
十
三
名
を
選
出
し
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
留
学
さ
せ
た
（
表
１
、
表
２
）
。

翌
四
年
（
一
八
七
一
）
の
暮
か
ら
、
翌
鳧
年
九
月
に
か
け
て
約
二
年
間
、
欧
米
に
岩
倉
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
使
節
団
の
目
的
の
一
つ

（
一
一
）

に
官
費
留
学
生
の
現
状
調
査
が
あ
っ
た
。
岩
倉
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
間
の
、
明
治
四
年
七
月
、
政
府
は
廃
藩
を
断
行
し
た
。
こ
の
た
め

各
藩
出
費
の
留
学
生
学
費
は
明
治
新
政
府
が
肩
代
り
し
た
た
め
、
政
府
と
大
蔵
省
は
大
量
出
費
を
迫
ら
れ
、
官
費
留
学
生
の
減
員
と
整
理
が
当

面
の
問
題
と
な
っ
た
。
当
時
、
官
費
生
三
百
三
十
余
名
、
そ
の
出
費
費
用
四
十
一
万
四
千
円
の
巨
額
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
旧
藩
か
ら
の
派
遣

生
が
三
分
の
一
の
百
余
名
を
占
め
、
明
治
五
年
二
月
、
実
質
的
責
任
者
で
あ
っ
た
井
上
馨
は
、
旧
藩
か
ら
の
派
遣
生
の
多
く
は
各
藩
が
能
力
、

学
力
の
適
否
も
調
べ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
偏
愛
の
私
情
」
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
、
官
費
の
浪
費
で
あ
る
か
ら
、
在
外
の
岩
倉
使
節
団
を
通
じ
、
出

（
一
二
）

来
る
だ
け
淘
汰
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
請
を
出
し
て
い
た
。

政
府
は
巨
額
の
出
費
か
ら
、
欧
米
留
学
生
の
全
員
引
き
上
げ
、
と
い
う
苦
肉
の
策
を
取
っ
た
。
こ
の
帰
国
命
令
に
つ
い
て
、
実
際
、
大
学
東

校
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
生
理
学
者
大
沢
謙
二
は
「
私
は
明
治
七
年
の
半
ば
過
ぎ
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
文
部
省
が
全
て
の
留

（
四
）
〔
注
二
〕

学
生
を
呼
び
返
し
た
た
め
で
あ
る
。
九
鬼
隆
一
（
一
八
五
二
’
一
九
三
一
）
と
い
う
方
が
、
方
々
に
出
張
し
て
皆
引
き
あ
げ
よ
と
命
じ
た
。

そ
の
わ
け
は
留
学
生
の
中
に
は
、
良
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
出
来
が
良
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
や
れ
何
処
そ
こ
で
浪
人
を
何

人
斬
っ
た
の
、
何
処
の
邸
に
斬
り
込
ん
だ
時
、
指
を
切
り
落
と
さ
れ
た
の
と
い
う
輩
が
報
酬
の
意
味
で
留
学
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
語

の
細
則
と
し
た
。
外
務
省
は
明
治
二
年
に
各
府
藩
県
か
ら
留
学
に
関
す
る
意
見
を
提
出
さ
せ
、
そ
の
回
答
の
結
果
を
ま
と
め
た
意
見
書
を
国
に

提
出
し
て
、
留
学
に
関
す
る
各
藩
の
ア
ン
、
ハ
ラ
ン
ス
の
是
正
、
留
学
生
年
齢
の
若
年
化
の
促
進
、
能
力
と
資
質
を
本
位
と
し
た
選
抜
と
派
遣
の

方
針
を
強
調
し
た
が
、
政
府
は
積
極
的
な
洋
行
推
進
策
を
政
策
と
し
た
た
め
、
意
見
書
通
り
の
厳
選
は
で
き
ず
、
留
学
生
の
質
の
低
下
と
な
っ

声
－
０

子
小
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表1東校上申の「西洋留学生」（明治3年10月12日）

北尾（松村）次郎17歳→ 気象学者・
東京大学理学部教授

帰国後消息不明

大蔵省官吏

東京大学理学部教授

法律学者・法学博士

松江藩理学

歳
歳
歳
歳

０
２
９
２

２
２
１
２

Ｊ二
巌

良
Ｊ

郎
く
佐

八
乙
岩
玄

平
良
く

崎
石
井
脇

尾
大
今
山

鹿児島藩

佐賀藩

福井藩

少助教
(福井藩）

高知藩
［在独］

中助教
(佐賀藩）

少典医

豊橋
(吉田)藩

徳島藩

山 口藩

化 学

化学

原生学

解剖学

↓
↓
↓
一

萩原三圭（30歳）→京都医学校創立．
小児科医→侍医

相良元貞30歳一解剖学 修学 ．
帰国後早期没(M.8)

池田謙斎29歳→東京大学医学部総理

大沢謙二19歳→東京大学医学部生理学
教授

長井直安（長義）26歳一東京大学薬学科教授

荒 川 邦 蔵 1 9 歳 一 法 律専攻・官吏．
地方自治に尽力

佐藤進25歳→（私費で在独中→
この時点より官費）

外科医・
東京大学第二医院長

→順天堂医院

青木周蔵（26歳）→（公費で在独中→
この時点より官費）

外交官・
ドイツ公使政治家

人身学

原病学

断訟学

薬物学

治療学

外科治療学 佐倉藩
［在独］

薬物学，
学校事務

山口 藩
［在独］

－明治3年10月10日，弁官に対して医学生の西洋修行の伺を提出した。10月12日同

意の回答あり。－

[在独］とある，萩原と青木は，明治元年，長崎駐在プロイセン公使の帰国に同行。
前者は私費，後者は長州藩からの派遣，各個人の出身藩は翌年が廃藩であったこと

を留意されたい。

表1は「東京大学百年史・通史』を参考にした。

なお（）のついている年齢は「公文録」に記載はなく，筆者が他の文献より記載
した。渡辺実著『近代日本留学生史』では，さらに「木脇良（良太郎）宮崎・佐

土原藩帰国後消息不明」を記載している。「明治4年・東大職員録控」では木脇

良の名はなく，佐藤尚中の子息，佐藤百太郎（佐倉藩）があげられているが，佐藤

は商学と関税の研修に明治3年にアメリカに留学している。
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表2医学関係海外渡航者I

明治元年～明治11年（1868～1878）

明治元年（1868）青木周蔵（独一公費）萩原三圭（独一私費）

明治2年（1869）☆1869年スエズ運河開通

佐藤進（独一私費）（青木，萩原，佐藤の3人は1869年より

官費生）

明治3年（1870）原桂仙（独一私費）松本圭（独一私費）伊東方成（玄

伯）（蘭一官費）池田謙斎（独一官費）大沢謙二（独一官費）

山脇玄（独一官費）大石良二（独一官費）尾崎平八郎（独

一官費）相良元貞（独一官費）今井巌（独一官費）北尾

次郎（独一官費）荒川邦蔵（独一官費）伍堂卓爾(蘭一公費）

原祐民（独‐公費）石川順三（独一公費）

明治4年（1871）高山紀斎（米一私費）長井長義（独一官費）木脇良太郎（独

一官費）名倉納（米一公費）鬼頭佐太郎（独一公費）柴

田承桂（独一公費）長与專斎（官命で独へ派遣）萩原三圭(独

‐公費）

明治5年(1872)吉田顕三（英一官費．海軍）橋本綱常（独一官費．陸軍）太

田雄寧（米一私費）

明治6年（1873）林研海（独一官費．陸軍）石神豊民（英一官費・海軍）

雛舞朧）高木兼寛(英一官費･海軍）
明治9年（1876）石黒忠恵，三宅秀，長与専斎，岩永省一（4人とも官命で米

へ派遣）（明治3年大村藩留学生・その後米へ。明治9年帰国

しているので通訳として参加か？）

明治10年（1877）小野俊二（米一私費）

明治11年（1878）大沢謙二（独一私費）加賀美光賢（軍艦に乗船欧米に派遣）

日
本
の
医
学
は
明
治
初
年
か
ら
そ
の
師
を

旧
来
の
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ド
イ
ツ
に
変
更
し

た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
年
一
月
、
佐
賀
藩

の
相
良
知
安
と
福
井
藩
の
岩
佐
純
の
二
人
が

医
学
取
調
御
用
掛
を
命
じ
ら
れ
た
が
、

日
相
良
は
、
佐
賀
藩
主
の
鍋
島
直
正
（
閑

里
）
か
ら
推
薦
さ
れ
、
岩
佐
は
福
井
藩
主
の

松
平
慶
永
（
春
嶽
）
か
ら
の
推
挙
を
得
て
い

の
ァ
、
ベ
－
、
セ
ー
、
の
ア
の
字
も
知
ら

ぬ
。
こ
の
者
だ
け
引
き
抜
い
て
呼
び
戻
す
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
ど
ん
な
乱
暴
を
す
る
か

わ
か
ら
ぬ
。
そ
こ
で
一
旦
皆
引
き
揚
げ
て
、

出
来
の
良
い
者
は
も
う
一
度
試
験
の
う
え
再

留
学
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ

（
五
）

て
い
る
。
こ
の
た
め
私
費
で
留
学
を
続
け
た

一
部
の
例
外
を
除
き
、
大
学
東
校
の
医
学
留

〔
注
三
〕

学
生
は
殆
ど
欧
州
か
ら
引
き
揚
げ
た
。

二
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ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
比
較
的
後
進
の
国
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
医
学
の
興
隆
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
の
立
憲
君
主
国
と
し
て
の
国
家
主

義
的
国
情
が
、
当
時
の
明
治
政
府
の
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
た
る
富
国
強
兵
策
に
合
致
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
明
治
期
の
医
学
留
学
生
の

大
多
数
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
集
中
さ
れ
る
結
果
を
招
来
し
た
。
さ
ら
に
医
学
の
承
な
ら
ず
官
費
留
学
生
の
ド
イ
ツ

志
向
が
強
く
、
絶
対
主
義
傾
向
の
強
い
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
シ
ア
の
国
権
主
義
と
そ
の
体
制
は
、
明
治
政
府
の
国
家
主
義
体
制
を
補
強
し
よ
う
と
す

る
政
策
と
一
致
し
、
日
本
各
界
（
大
学
、
教
育
界
、
陸
軍
な
ど
）
が
ド
イ
ツ
主
義
の
採
用
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

〔
注
四
〕

た
の
で
、
こ
れ
が
有
力
な
背
景
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
人
の
藩
主
は
は
や
く
か
ら
西
洋
医
学
に
理
解
を
示
し
て
い
た
。

。
こ
れ
ま
で
訳
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
書
は
、
実
は
ド
イ
ツ
の
学
問
や
医
学
言
を
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
に
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

白
ド
イ
ツ
医
学
が
当
時
世
界
最
高
の
隆
盛
を
来
し
て
い
る
。

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
を
決
定
し
て
い
る
。

相
良
と
岩
佐
は
い
ず
れ
も
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
生
ま
れ
、
二
人
に
共
通
す
る
の
は
い
ず
れ
も
佐
倉
・
順
天
堂
塾
で
佐
藤
尚
中
に
学
び
、

さ
ら
に
長
崎
で
、
ポ
ー
ド
イ
ン
シ
旬
．
犀
且
巨
冒
の
指
導
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
人
が
医
学
取
調
御
用
掛
の
職
務
に
関
連
し
て
当
時

大
阪
に
い
た
ポ
ー
ド
イ
ン
に
意
見
を
求
め
、
熟
議
の
上
、
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
を
政
府
に
建
言
し
て
い
る
。
相
良
と
岩
佐
は
い
ず
れ
も
二
年
七

月
大
学
校
少
丞
、
十
月
大
学
権
大
丞
に
進
ん
だ
。

ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
は
相
良
と
岩
佐
が
単
独
に
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
当
時
の
文
教
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
大
学
別
当
福
井
藩
主
の
松

平
慶
永
（
春
嶽
）
は
、
開
成
学
校
教
頭
フ
ル
ベ
ッ
キ
①
旬
．
ぐ
①
号
の
鼻
（
一
八
三
○
’
一
八
九
八
）
に
公
正
な
る
意
見
を
求
め
た
。
フ
ル
ベ
ッ

キ
は
（
彼
自
身
は
オ
ラ
ン
ダ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
が
）
ド
イ
ツ
医
学
が
世
界
に
冠
た
る
医
学
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
相
良
は
同
じ
佐
賀

藩
の
先
輩
、
副
島
種
臣
、
‐
大
隈
重
信
を
動
か
し
（
副
島
と
大
隈
は
長
崎
で
フ
ル
ベ
ッ
キ
を
師
と
し
て
外
国
語
を
学
ん
で
い
る
）
、
さ
ら
に
岩
佐

は
藩
主
の
松
平
慶
永
か
ら
の
支
持
を
受
け
、
慶
永
の
主
張
も
強
く
ド
イ
ツ
医
学
を
希
望
し
て
い
た
の
で
、
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
が
決
定
的
と
な

つ
た
。
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こ
の
傾
向
は
、
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
、
官
費
留
学
生
と
く
に
文
部
省
留
学
生
の
場
合
、
留
学
に
対
す
る
顕
著
な
特
色
の
一
つ
と
な
り
、

留
学
国
と
し
て
ド
イ
ツ
が
圧
倒
的
と
な
り
、
他
方
私
費
留
学
を
含
む
留
学
者
の
全
体
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
以
外
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ

カ
へ
赴
く
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
洋
行
に
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
官
費
に
よ
る
学
術
研
究
者
、
富
貴
者
と
そ
の
子
弟
が
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ

。
〈
留
学
と
、
私
費
生
あ
る
い
は
貧
書
生
の
ア
メ
リ
カ
行
き
と
が
あ
り
、
前
者
を
「
官
ノ
手
一
一
ナ
リ
富
資
ノ
財
」
に
よ
る
も
の
、
後
者
を
「
日
本

（
キ
ハ
）

人
民
ノ
自
意
自
発
ノ
運
動
二
出
タ
」
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
医
学
が
日
本
の
医
学
・
医
療
の
主
軸
を
成
し
た
と
は
い
え
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
は
長
崎
医
学
校
で
は
明
治
六
年
迄
、
大

坂
医
学
校
で
は
十
四
年
迄
そ
の
医
術
を
基
盤
と
し
た
。
英
国
医
学
は
日
本
の
医
学
界
の
一
部
に
は
行
な
わ
れ
、
大
坂
医
学
校
で
は
十
四
年
一

月
、
海
軍
軍
医
出
身
で
、
英
国
に
学
ん
だ
吉
田
顕
三
が
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
英
国
医
学
に
改
め
、
二
十
二
年
迄
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
海
軍
で

は
、
明
治
六
年
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ミ
．
少
且
の
扇
。
回
（
一
八
四
二
’
一
九
○
○
）
が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
招
か
れ
、
海
軍
本
病
院
で
治
療
と
生
徒
の

教
育
を
行
な
っ
た
。
次
い
で
高
木
兼
寛
、
吉
田
顕
三
、
実
吉
安
純
、
戸
塚
環
海
、
鈴
木
重
遠
な
ど
を
次
灸
に
英
国
に
留
学
さ
せ
、
彼
ら
が
帰
朝

す
る
や
、
そ
の
教
官
に
任
じ
、
後
に
海
軍
医
学
校
を
創
立
し
た
。
高
木
兼
寛
は
十
四
年
五
月
に
成
医
会
講
習
所
を
設
け
て
、
そ
の
所
長
と
な
っ

た
。
翌
十
五
年
七
月
有
志
ら
と
と
も
に
、
共
立
東
京
病
院
を
創
立
し
た
。
二
十
二
年
十
二
月
に
は
成
医
会
講
習
所
を
成
医
学
校
と
改
称
し
、
さ

ら
に
二
十
四
年
九
月
に
東
京
慈
恵
医
院
学
校
と
し
、
そ
の
校
長
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
前
身
で
、
英
国
流
医
学
を
綿
々

と
引
き
継
い
で
き
た
。

明
治
四
年
八
月
、
か
ね
て
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
依
頼
し
て
あ
っ
た
、
二
人
の
ド
イ
ツ
人
医
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
Ｆ
，
冨
菖
①
胃
、
ホ
フ
マ
ン

目
．
国
民
冨
画
旨
昌
が
来
任
し
た
。
五
年
八
月
、
「
学
制
」
が
公
布
さ
れ
、
東
校
は
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
第
一
大
学
区

〔
注
五
〕

医
学
校
は
明
治
七
年
五
月
、
「
東
京
医
学
校
」
と
な
り
、
同
十
年
四
月
東
京
大
学
医
学
部
と
な
っ
て
い
る
。

三
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二
人
の
ド
イ
ツ
人
医
師
、
と
く
に
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
日
本
の
医
育
を
主
に
ド
イ
ツ
の
陸
軍
軍
医
学
校
の
厳
格
な
教
則
に
範
を
取
り
、
即
ち
、
学

生
を
全
て
寄
宿
舎
に
収
容
し
、
制
服
を
着
せ
し
め
、
貧
困
学
生
を
給
費
生
と
し
、
定
期
の
試
験
を
励
行
さ
せ
る
な
ど
を
定
め
、
医
学
校
修
学
年

（
七
）

限
は
本
科
五
年
、
予
科
三
年
と
し
て
八
年
間
の
教
育
を
全
て
ド
イ
ツ
語
で
行
な
っ
た
。

こ
の
間
、
明
治
七
年
秋
、
二
人
の
ド
イ
ツ
人
医
師
の
任
期
が
切
れ
た
が
、
後
任
者
は
来
ず
、
一
次
的
に
二
人
は
宮
内
省
お
雇
い
兼
医
学
校
の

教
師
と
な
り
、
翌
年
の
秋
、
横
浜
か
ら
帰
国
し
た
。

ミ
ュ
ル
レ
ル
が
医
学
校
を
改
革
し
た
と
き
、
五
十
名
前
後
の
生
徒
が
入
学
し
た
が
、
八
年
間
と
い
う
規
定
の
全
課
程
を
終
了
し
、
明
治
十
一

年
十
一
月
、
東
京
大
学
医
学
部
は
、
初
め
て
の
卒
業
式
を
迎
え
た
。
『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
初
志
貫
徹
し
た
卒
業
生
は
わ
ず
か

年
十
一
月
、
東
一
塁

（
八
）

十
八
名
で
あ
っ
た
。

東
京
大
学
医
学
部
で
は
第
一
回
卒
業
生
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
か
ね
て
か
ら
文
部
省
に
官
費
留
学
生
の
欧
州
派
遣
を
申
請
し
て
い
た
が
、
明

〔
注
六
〕

治
十
二
年
一
月
十
九
日
付
で
、
極
め
て
厳
し
い
限
定
を
付
け
て
許
可
と
な
っ
た
。

官
費
貸
費
留
学
生
規
則
に
準
じ
て
、
眼
科
専
門
学
、
産
科
及
び
婦
人
科
専
門
学
、
病
理
学
及
び
病
理
解
剖
専
門
学
に
つ
い
て
各
一
名
が
推
挙

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
一
回
卒
業
生
か
ら
募
集
さ
れ
、
河
野
衛
、
新
藤
二
郎
（
病
理
学
及
び
病
理
解
剖
専
門
学
）
、
神
内
由
巳
、
梅
錦
之
丞

（
眼
科
専
門
学
）
、
清
水
郁
太
郎
（
産
科
及
び
婦
人
科
専
門
学
）
の
五
名
が
出
願
し
た
が
、
神
内
由
巳
は
辞
退
し
た
の
で
他
の
四
名
に
対
し
て
、

明
治
十
二
年
九
月
、
学
位
及
び
卒
業
諮
問
の
成
績
、
ド
イ
ツ
語
、
和
漢
学
、
体
格
、
品
行
に
関
し
て
試
験
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
清
水
郁

太
郎
、
新
藤
二
郎
へ
梅
錦
之
丞
の
三
名
が
推
挙
さ
れ
、
同
年
十
月
中
に
留
学
費
に
関
す
る
請
書
の
提
出
後
、
十
一
月
に
正
式
許
可
が
あ
り
、
明

（
九
）
〔
注
七
〕

治
十
二
年
十
一
月
二
十
日
ド
イ
ツ
に
向
け
、
横
浜
を
出
航
し
た
。

貸
費
留
学
制
度
は
明
治
八
年
か
ら
十
五
年
ま
で
の
制
度
で
、
玉
石
混
交
の
そ
れ
以
前
の
留
学
生
と
比
較
し
て
、
大
学
を
選
抜
ま
た
は
派
遣
の

母
体
と
し
て
、
専
門
学
修
学
を
目
的
に
海
外
へ
渡
っ
た
少
数
精
鋭
の
エ
リ
ー
ト
が
そ
の
主
体
で
、
特
に
、
東
京
大
学
医
学
部
で
は
「
お
雇
い
外

人
教
師
」
に
代
わ
り
、
学
生
の
教
育
に
、
臨
床
の
場
で
は
患
者
の
治
療
に
、
さ
ら
に
は
自
己
の
研
究
に
と
、
一
科
の
教
授
と
し
て
日
本
の
近
代
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表3医学関係海外渡航者Ⅱ

明治12年（1879）

明治13年（1880）

明治14年（1881）

明治15年（1882）

明治16年（1883）

明治17年（1884）

明治18年（1885）

明治12年～明治18年（1879～1885）

坂井直常（独一官費・陸軍）実吉安純（英一官費・海軍）

清水郁太邸（独一官費）迩薩二郎（独一官費）梅錦之丞
（独一官費）佐々木政吉（独一私費）

緒方正規（独一官費）4､金井良精（独一官費）伊東盛雄（独
－？）松原新之助（独一官費）

村岡範為馳（独一官費）戸塚環海（英一私費・海軍）高橋
茂（？）

二通宝造（独‐官費）高橋順太郎（独一官費）榊俶（独亘
官費）佐藤佐（独一私費）林研海（有栖川宮随行）

責山且通（独一官費）佐藤三吉（独一官費）下山順一郎（独

一官費）柴田承桂（独一薬学研究のため派遣）増田広岱（米
一歯学）牧由真（独一私費)(→東京大学医学部講師・鍋島

家主治医）牧亮四郎（独一私費)(吟東京大学医学部講師）

匹田新平（？）橋本綱常（欧米一大山巌随行）難波一（欧

米一大山巌随行）橋本長勝（独一私費）岩佐純（独一宮内

省から派遣）岩佐登弥太（独一私費）樫村清徳（独一私費）
宮本仲（独一私費）中島一可（独一私費）加藤照麿（独一

私費）桑田良平（？）石坂剛太郎（？）森林太郎（独一
官費・陸軍）廿山国嘉（独一官費）飯盛挺造（独一官費）

（今物理学教授）丹波敬三（独一私費）（吟薬学教授）隈川

宗雄（独一私費）（→医化学教授）長与称吉（独一私費）岡

見京子（米で修学一私費）萩原三圭（独一宮内省から派遣・
侍医）

浜田玄達（独一私費一官費）弘田長（独一公費一官費）井

上達也（独一私費）鈴木孝之助（英一官費・海軍）戸田玄雄

（英一官費・海軍）北里柴三郎（独一官費）中浜東一郎（独
一官費）長井長義（独一官費）河本重次郎（独一官費）宮
下俊吉（独一？）大西克知（独一？）三宅秀（欧一医育制
度研究のため派遣）片山敦彦（米一歯学）

－は文部省派遣留学生

表2，表3は『医学関係海外渡航者一覧」222頁「日本科学技術大系」第一法規出版
昭.40の他，［文献］1)，3）4）を参考にした。
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化
推
進
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

学
術
界
に
お
い
て
も
、
海
外
留
学
が
専
門
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
に
不
可
欠
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
定
着
す
る
に
至
っ
た
。
（
表
３
）

二
○
）

さ
て
、
東
京
大
学
医
学
部
の
最
初
の
官
費
留
学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
新
藤
二
郎
の
場
合
で
あ
る
が
、
無
事
帰
国
後
、
東
京
大
学
医
学
部
の
教

（
一
一
、
一
一
一
）

授
と
な
り
、
と
も
に
悲
劇
的
な
死
を
迎
え
た
清
水
郁
太
郎
、
梅
錦
之
丞
の
二
人
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
病
理
学

及
び
病
理
解
剖
専
門
学
を
専
攻
し
た
新
藤
に
つ
い
て
は
新
藤
自
身
が
ベ
ル
リ
ン
到
着
後
約
十
カ
月
で
肺
疾
の
た
め
初
志
が
貫
け
ず
、
や
む
な
く

帰
国
、
帰
国
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
入
沢
達
吉
氏
が
「
明
治
十
年
以
後
の
東
大
医
学
部
回
顧
談
」
（
昭
和
三
年
）
と
い
う
報

（
一
二
一
）

告
の
中
で
そ
の
消
息
を
述
べ
て
い
る
の
承
で
あ
る
。

新
藤
二
郎
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
二
十
二
日
、
三
河
吉
田
（
現
、
愛
知
県
豊
橋
市
）
に
士
族
浅
井
辨
安
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
歳
の
と
き
吉
田
藩
藩
医
、
新
藤
立
揮
の
養
子
と
な
っ
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
上
京
、
東
校
に
入
学
。
二
年

間
、
英
学
で
医
学
を
志
す
。
同
五
年
学
制
改
革
と
と
も
に
ド
イ
ツ
医
学
を
八
カ
年
修
学
、
明
治
十
一
年
十
一
月
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。
文

部
省
第
一
回
留
学
生
に
選
ば
れ
る
。
明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
日
上
記
の
二
名
お
よ
び
私
費
留
学
の
佐
為
木
政
吉
と
四
名
で
横
浜
を
出
航
し

以
下
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
新
藤
二
郎
の
実
父
浅
井
辨
安
の
日
記
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
日
記
の
随
所
に
新
藤
二
郎
か
ら
の
手
紙
の
要
点

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
渡
欧
の
頃
の
様
子
が
理
解
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
清
水
郁
太
郎
、
新
藤
二
郎
、
梅
錦
之
丞
三
名
の
官
費
留
学
生
、

〔
注
八
〕

及
び
私
費
留
学
の
同
級
生
佐
々
木
政
吉
の
四
名
は
、
明
治
十
一
年
十
一
月
二
十
日
、
横
浜
か
ら
フ
ラ
ン
ス
郵
船
に
乗
船
、
香
港
で
フ
ラ
ン
ス
船

ゼ
ー
ム
ナ
号
に
乗
換
え
て
フ
ラ
ン
ス
に
向
か
う
。
年
末
十
二
月
三
十
一
日
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
、
翌
十
二
年
正
月
六
日
．
ヘ
ル
リ
ン
に
到
着
し
て

い
る
。
新
藤
ら
が
途
中
、
正
月
の
。
〈
リ
に
三
日
間
滞
在
し
、
パ
リ
の
ホ
テ
ル
の
五
階
に
部
屋
を
取
り
昇
降
に
苦
労
し
た
こ
と
や
、
ス
ト
ラ
ス
ブ

た
。

四
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国
し
た
。
い
ず
Ｌ

最
後
を
迎
え
る
。

そ
れ
か
ら
約
三
年
間
豊
橋
で
静
養
し
、
明
治
十
六
年
七
月
、
文
部
省
が
新
藤
の
健
康
回
復
を
認
め
、
九
月
、
新
藤
は
結
婚
し
、
新
婚
の
妻
む

ら
と
と
も
に
十
月
創
設
さ
れ
た
県
立
松
山
医
学
校
に
、
校
長
兼
一
等
教
諭
と
し
て
赴
任
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
県
立
松
山
医
学
校
が
経
済
的

理
由
で
明
治
十
九
年
に
は
廃
校
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
新
藤
は
内
務
省
三
等
技
師
と
し
て
、
内
務
省
の
医
術
開
業
試
験
委
員
に
な
っ
た
。
帰
国

後
健
康
を
取
り
戻
し
た
新
藤
に
対
し
て
、
清
水
郁
太
郎
と
梅
錦
之
丞
は
無
事
三
年
間
の
官
費
留
学
を
終
え
て
、
明
治
十
六
年
一
月
二
十
四
日
帰

国
し
た
。
い
ず
れ
も
産
婦
人
科
、
眼
科
学
の
東
京
大
学
医
学
部
正
教
授
と
な
っ
た
が
、
と
も
に
肺
結
核
に
侵
さ
れ
、
数
年
間
で
、
悲
劇
的
な

船
が
な
く
、
手
紙
を
出
す
よ
り
門

た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

八
月
に
入
り
、
新
藤
二
郎
の
健
康
が
優
れ
ず
、
八
月
八
日
、
少
量
の
喀
血
が
あ
っ
た
。
数
日
で
全
快
す
る
も
、
幸
い
夏
期
休
暇
中
で
も
あ
り
、

曇
へ
ル
リ
ン
近
郊
で
九
月
一
ヵ
月
間
転
地
治
療
、
十
月
上
旬
再
度
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ
た
が
絶
え
ず
風
邪
気
味
で
気
管
支
炎
を
併
発
。
周
囲
か
ら

も
、
日
本
で
静
養
し
た
方
が
良
い
と
い
わ
れ
、
新
藤
も
意
を
決
し
て
、
急
遼
マ
ル
セ
イ
ユ
を
十
月
二
十
九
日
発
の
フ
ラ
ン
ス
郵
船
で
日
本
に
向

〔
注
九
〕

け
出
港
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
終
え
た
栗
原
省
吾
（
一
八
五
三
’
一
九
二
○
）
ら
と
帰
国
。
明
治
十
二
年
十
二
月
十
七
日
、
新
藤
が
東
京
か
ら
郷

里
豊
橋
の
実
父
浅
井
辨
安
に
出
し
た
手
紙
が
現
存
し
て
お
り
、
急
邊
ベ
ル
リ
ン
か
ら
日
本
に
戻
っ
た
こ
と
、
そ
の
時
、
適
当
な
欧
州
か
ら
の
郵

船
が
な
く
、
手
紙
を
出
す
よ
り
自
分
が
帰
っ
て
報
告
し
た
ほ
う
が
早
い
と
考
え
、
手
紙
は
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
帰
国
の
途
中
健
康
が
回
復
し

七
日
間
を
要
し
て
い
る
。
（
森
鴎
外
Ⅱ
未

航
海
日
程
四
十
九
日
を
要
し
て
い
る
。
）

ル
グ
で
同
郷
の
大
沢
謙
二
（
二
回
目
の
留
学
）
に
会
い
、
彼
と
と
も
に
一
行
は
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
っ
た
が
、
途
中
ケ
ル
ン
付
近
で
、
ラ
イ
ン
河
渡

河
の
際
、
河
を
浮
流
す
る
大
氷
塊
で
、
鉄
橋
が
破
壊
さ
れ
、
十
時
間
ほ
ど
遅
着
と
な
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
正
月
六
日
ベ
ル

リ
ン
到
着
。
同
十
日
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
専
門
学
の
勉
学
に
は
い
っ
た
。
病
理
学
の
師
は
ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
ぐ
時
３
．
ミ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

パ
リ
と
ベ
ル
リ
ソ
の
街
並
は
当
時
よ
り
パ
リ
の
方
が
美
観
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
新
藤
ら
は
横
浜
出
発
か
ら
ベ
ル
リ
ン
到
着
ま
で
四
十

七
日
間
を
要
し
て
い
る
。
（
森
鴎
外
Ⅱ
森
林
太
郎
も
陸
軍
軍
医
と
し
て
、
そ
の
五
年
後
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
す
る
が
、
彼
の
「
航
西
日
記
」
で
も
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療
し
た
が
、
七
十
歳
を
》

日
没
。
享
年
七
十
七
歳
。

最
近
、
北
村
、
小
関
両
氏
が
『
ド
ク
ト
ル
・
シ
ュ
ル
ッ
ェ
夫
妻
の
手
紙
』
を
訳
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
二
カ
所
に
新
藤
二
郎
の
事
を
エ
ン
マ
夫

人
が
述
べ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
一
カ
所
は
ド
イ
ツ
留
学
の
直
前
、
同
僚
清
水
と
と
も
に
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
自
宅
を
訪
問
し
て
お
り
、
も
う
一

（
一
四
）

度
は
、
や
む
な
く
帰
国
し
た
時
、
、
ヘ
ル
ツ
と
と
も
に
シ
ュ
ル
ッ
ェ
の
自
宅
を
訪
れ
、
エ
ン
マ
夫
人
に
あ
っ
て
い
る
。

新
藤
は
明
治
二
十
二
年
、
公
的
職
業
か
ら
退
官
し
、
豊
橋
市
曲
尺
手
の
自
宅
で
開
業
し
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
り
多
数
の
病
人
を
診

し
た
が
、
七
十
歳
を
越
し
て
か
ら
豊
橋
市
医
師
会
の
長
老
と
し
て
、
昭
和
三
年
三
月
か
ら
医
師
会
長
を
二
年
間
勤
め
た
。
昭
和
八
年
二
月
八

文
部
省
派
遣
、
明
治
十
二
年
度
、
東
京
大
学
医
学
部
か
ら
の
欧
州
医
学
留
学
生
、
新
藤
二
郎
を
中
心
に
明
治
前
半
期
（
東
校
創
立
か
ら
帝
国
大
学
令
が

制
定
さ
れ
た
明
治
十
九
年
ま
で
）
の
欧
米
へ
の
医
学
留
学
生
に
つ
い
て
述
べ
た
。
要
旨
は
第
八
十
八
回
日
本
医
史
学
会
で
報
告
し
た
。

文
献
と
注

（
一
）
渡
辺
実
『
近
代
日
本
海
外
留
学
生
史
・
上
巻
』
二
二
頁
、
講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年

〔
注
一
〕
な
お
、
第
二
号
は
桂
太
郎
が
所
有
す
る
が
、
桂
太
郎
は
長
州
藩
の
出
身
で
、
国
費
で
留
学
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
に
は
多
く
の
時
日
を
要
す

る
こ
と
を
知
り
、
自
費
で
も
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
こ
と
を
長
州
藩
か
ら
許
可
さ
れ
た
。
明
治
三
年
八
月
、
普
仏
戦
争
を
視
察
の
た
め
大
山

巌
、
品
川
弥
二
郎
と
と
も
に
米
国
経
由
で
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
。
当
時
、
↓
ヘ
ル
リ
ン
で
は
佐
藤
進
、
萩
原
三
圭
、
青
木
周
蔵
が
尋
へ
ル
リ
ン
大
学
で
勉

（
一
こ
大
久
保
利
謙
『
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
二
・
明
治
国
家
の
形
成
』
一
六
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
二
年

二
一
）
石
附
実
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
一
六
四
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
四
十
七
年

（
ｇ
富
田
仁
他
『
海
を
越
え
た
日
本
人
名
事
典
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
昭
和
六
十
年

〔
注
己
九
鬼
隆
一
美
術
行
政
家
、
男
爵
（
教
育
制
度
の
確
立
、
日
本
美
術
の
保
護
運
動
）
三
田
出
身
、
明
治
六
年
、
官
命
に
よ
り
欧
米
に
出
張
、
十

一
年
パ
リ
大
博
覧
会
開
催
に
当
た
り
、
大
博
覧
会
審
査
官
と
し
て
渡
仏
。
教
育
制
度
の
改
革
、
晩
年
、
日
本
美
術
の
保
護
の
た
め
活
躍
、
貴
族
院

巌
、
品
川
弥
一

学
し
て
い
た
。
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ｅ
）
石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
「
お
雇
い
外
国
人
」
『
医
学
』
九
二
頁
、
鹿
島
出
版
、
昭
和
四
十
四
年

（
Ｏ
ト
ク
・
ベ
ル
ッ
編
、
菅
沼
竜
太
郎
訳
『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
四
年

〔
注
六
〕
文
部
省
は
、
明
治
八
年
五
月
、
留
学
制
度
を
改
正
し
「
文
部
省
貸
費
留
学
生
規
則
」
を
制
定
、
公
布
し
た
．
こ
の
規
則
は
官
費
留
学
生
の
質
の

向
上
を
は
か
り
、
少
数
精
鋭
主
義
に
よ
る
派
遣
の
方
針
に
政
策
を
変
更
し
た
も
の
で
、
「
規
則
」
の
要
点
は
、
目
学
力
、
品
行
、
健
康
を
勘
案
し

試
験
に
よ
り
選
抜
す
る
。
口
貸
費
制
を
明
確
化
し
、
そ
の
返
還
は
二
十
力
年
賦
。
白
留
学
年
限
は
原
則
と
し
て
五
カ
年
。
こ
の
公
布
時
点
か
ら
、

文
部
省
の
政
策
は
官
選
に
よ
る
専
門
教
育
課
程
の
修
学
の
桑
を
主
体
と
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
や
入
沢
達
吉
の
『
明
治
十
年
以
後
の
東
大
医
学
部
回
顧
談
』
で
は
明
治
十
二
年
卒
業
医
学
士
は
十
八
名
と
し
て
い
る
が
、

東
京
帝
国
大
学
卒
業
氏
名
録
（
大
正
十
五
年
五
月
発
行
）
や
当
時
の
卒
業
写
真
（
現
存
）
で
は
二
十
名
が
認
め
ら
れ
る
。
神
内
由
巳
（
愛
媛
出
身
、

卒
業
後
大
阪
に
居
た
。
そ
の
後
不
明
）
、
半
井
英
輔
（
山
口
出
身
、
和
歌
山
、
福
島
に
居
た
後
、
陸
軍
軍
医
。
大
正
九
年
一
月
二
十
九
日
萩
で
没
）

〔
注
四
〕
佐
賀
藩
主
の
鍋
島
直
正
（
閑
巽
）
は
藩
医
伊
東
玄
朴
の
説
得
に
よ
り
、
痘
苗
を
輸
入
し
た
。
福
井
藩
主
の
松
平
慶
永
（
春
獄
）
も
藩
医
笠
原
白

翁
に
よ
り
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
一
月
二
十
五
日
長
崎
か
ら
痘
苗
を
輸
入
し
、
牛
痘
の
接
種
を
開
始
し
た
。
そ
れ
以
前
、
藩
主
に
建
白
し
、

幕
府
の
許
可
を
経
て
清
国
か
ら
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
痘
苗
を
輸
入
し
て
い
る
。

全
く
）
杉
亨
二
「
我
ガ
日
本
帝
国
人
民
ノ
将
来
ヲ
前
知
ス
ル
ノ
説
ト
方
法
」
『
東
京
学
士
会
院
雑
誌
』
明
治
二
十
年
一
月
、
（
三
）
石
附
実
『
近
代
日

〔
注
五
〕
明
治
初
期
日
本
の
医
学
校
で
は
職
員
も
生
徒
も
外
人
教
師
を
求
め
て
い
た
・
ド
イ
ツ
医
学
採
用
の
方
針
が
決
定
し
、
明
治
三
年
二
月
十
四
日
（
一

八
七
○
・
三
・
十
八
）
に
日
本
政
府
と
北
ド
イ
ツ
連
邦
公
使
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
と
の
間
で
、
プ
ロ
シ
ア
か
ら
医
学
教
師
二
名
を
三
年
間
の
契
約

で
雇
う
こ
と
の
約
束
が
で
き
た
。
雇
い
入
れ
る
医
師
は
軍
医
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
あ
た
か
も
普
仏
戦
争
が
始
ま
り
、
約
束
の
ド
イ

ツ
人
医
師
が
来
日
せ
ず
、
東
校
の
生
徒
が
そ
れ
を
不
満
と
し
て
騒
然
と
な
っ
た
。

明
治
四
年
八
月
二
十
三
日
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
が
横
浜
に
到
着
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
陸
軍
軍
医
で
外
科
学
、
ホ
フ
マ
ン
は
海
軍
軍
医
で
内
科

た
。

〔
注
四
〕
生 議

員
、
帝
国
博
物
館
総
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

会
）
金
尾
清
造
『
長
井
長
義
伝
』
二
二
七
頁
、
日
本
薬
学
会
、
昭
和
三
十
五
年

〔
注
三
〕
青
木
周
蔵
、
長
井
長
義
な
ど
が
残
っ
た
。
前
者
は
既
に
外
交
官
と
し
て
ド
イ
ツ
公
使
、
後
者
は
私
費
留
学
生
と
な
り
、
￥
ヘ
ル
リ
ン
大
学
に
残
っ

学
専
攻
だ
っ
た
。

杉
亨
二
「
我
ガ
日
本
帝
国
人
［

本
の
海
外
留
学
史
』
よ
り
転
写
。
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〔
注
九
〕
栗
原
省
吾
裁
判
官
、
政
治
家
（
民
法
の
編
纂
）
嘉
永
六
年
一
月
、
福
井
藩
士
の
子
と
し
て
江
戸
藩
邸
に
生
ま
れ
る
。
三
年
に
藩
の
推
薦
で
大

学
南
校
に
学
ぶ
。
八
年
に
パ
リ
大
学
法
学
部
に
留
学
し
、
十
二
年
法
学
士
取
得
。
新
藤
と
と
も
に
帰
国
．
そ
の
後
、
民
法
編
纂
係
、
各
種
官
職
を

歴
任
し
、
衆
議
院
議
員
三
回
当
選
し
た
。

（
西
）
ト
ス
カ
・
ヘ
ゼ
キ
ー
ル
編
、
北
村
智
明
・
小
関
恒
雄
訳
「
明
治
期
御
雇
医
師
夫
妻
の
生
活
」
（
一
五
）
及
び
（
二
三
）
『
日
本
医
事
新
報
」
第
三
一

八
四
号
及
び
第
三
二
三
四
号
、
昭
和
六
十
年
及
び
六
十
一
年

（
更
生
病
院
胸
部
外
科
）

が
十
八
名
に
加
わ
り
二
十
名
と
な
っ
て
い
る
。
二
名
は
ど
こ
か
の
時
点
で
卒
業
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

完
）
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
『
東
京
大
学
百
年
史
通
史
一
』
五
一
九
頁
、
東
京
大
学
、
昭
和
五
十
九
年

〔
注
七
〕
試
験
に
推
挙
さ
れ
な
か
っ
た
河
野
衛
は
熊
本
出
身
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
福
井
医
学
校
、
福
井
で
開
業
、
昭
和
五
年
十
月
三
十
日
福
井
で
没
。

（
一
ｓ
新
実
藤
昭
「
文
部
省
派
遣
、
東
京
大
学
初
の
医
学
留
学
生
ｌ
新
藤
二
郎
の
場
合
」
『
日
本
医
事
新
報
」
第
三
二
四
六
号
、
五
九
頁
、
昭
和
六
十
一
年

（
二
）
長
谷
川
敏
雄
「
本
邦
最
初
の
産
婦
人
科
担
当
教
授
・
清
水
郁
太
郎
先
生
」
『
日
本
医
事
新
報
』
第
一
五
八
五
号
、
二
五
頁
、
昭
和
二
十
九
年

（
三
）
山
賀
勇
「
我
が
国
最
初
の
眼
科
教
授
梅
錦
之
丞
先
生
」
『
日
本
医
事
新
報
』
第
一
六
四
○
号
、
四
十
頁
、
昭
和
三
十
年

（
三
）
入
沢
達
吉
「
明
治
十
年
以
後
の
東
大
医
学
部
回
顧
談
」
『
日
本
医
史
学
会
雑
誌
』
二
八
四
頁
、
昭
和
三
年

〔
注
八
〕
佐
々
木
政
吉
（
一
八
五
五
’
一
九
三
五
）
杏
雲
堂
の
創
立
者
で
従
兄
弟
の
佐
々
木
東
洋
の
養
子
と
な
る
。
清
水
郁
太
郎
、
新
藤
二
郎
、
梅
錦
之

丞
と
と
も
に
ド
イ
ツ
留
学
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
、
、
ヘ
ル
リ
ン
大
学
と
転
じ
、
内
科
と
病
理
学
を
研
究
す
る
。
十
八
年

帰
国
し
、
帝
国
大
学
内
科
教
授
、
二
十
四
年
再
度
ド
イ
ツ
に
わ
た
り
、
翌
年
帰
国
。
そ
の
後
大
学
を
辞
し
て
杏
雲
堂
医
院
で
治
療
に
専
念
。
結
核

帰
国
し
、
帝
国
大
学
一

治
療
を
専
門
に
し
た
。

〕
栗
原
省
吾
裁
判
｛
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JapaneseMedicalStudentsStudyinginEuropefroml868～1886

byFUjiakiNIINOMI

TheMeijigovernmentsentabroadyoungstudentsunderoneoftheacceleratedplansibrthe

modernizationofJapanfbllowingthebeginningoftheMeijirestoration.Inparticularinl870,thirteen

medicalstudentsweresentfi､omTOHKOU(Tokyo)andotherplaces(OsakaandNagasaki)to

Germany・However,mostofthembecamenotmedicaldoctors,butdiplomats,officials,statesmenor
● O

sclentlsts、

Anewmedicaluniversitysystemwasbeguninl872byGermanteachers(MUller&Ho缶nann).

Foreightyears,JapanesemediCalstudentswereeducatedinGermanonly,andagraduationwasheld
inl878.

Threestudents(I.Shimizu,J.ShindohandK.Ume)wereselectedfi､omthecollegeofTokyo

university,andtheyweresenttoGermanybythegovernmentasmedicalspecialists.Thissystem

continueduntilthesystemofregulationswaschargedinl886.ThispaperlooksattheJapanesemedical

studentsstudyinginGermanyfifoml868～1886.
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